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センターからのお知らせ
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がな)・ 電話番号 0所属団体名 (あれば)、 参加動機を明記の上、

青葉区区民活動支援センターヘ。 ◆締切り :10月 28日 (水 )

亀静‐ア 第 16回まち活カフェを開催 します :

テーマ「もっと知りたい :昔の青葉」

青葉区域は昭和半ばの区画整理。田園都市線の開通により街が大きく変わ

りました。街の変遷を見続けてきた方のお話を聞き、昔の青葉に思いをはせ

てみませんか。昔の青葉を知ると、もっと青葉が好きになる !|
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青素区区民活動支援センター情報紙

く,月のパネル〉
活動団体紹介
『社会教育・市民活動・まちづく

り/音楽・演劇・芸能①」編
社会活動・ ITサポー トロ生涯学

習などの団体です。
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市民活動がより広がり、つながり、活性化するように情報発信の基礎を学ぶ講座を開催します。

◆日時 :11月 27日 (金)10:00～ 12:00  ◆場所 :青葉区役所 4階会議室  ◆定員 :20人 (抽選)
◆講師 :谷 浩明さん 東京都杉並区広報専門監、静岡県知事戦略局広報ア ドバイザー

◆申込み :電話、FAX、 Eメ ール、窓口にて住所 (町名まで)・ 氏名 (ふ り

〒225-0024青葉区市ケ尾町 31-4(青葉区役所 lF)

TEL:978-3327    FAX:972-6311

E′メーブレ:ao―machikatsu@city.yOkohama.jp

ホームページ 青葉区区民活動支援センター

〈開所時間〉月曜～金曜 8:45～ 17:00 第 2.4土曜 9:00～ 12:00

(休所日)第 2・ 4土曜以外の土曜、日・祝日、年末年始 (12/29～ 1/3)

こんな人にお勧め !

◆活動を広めたい、イベントにたくさん来てほしい、
仲間を増やしたい ′
◆情報発信しているのになかなか相手に伝わらない。
◆情報発信の方法を学びたい。

〈今月のまち活ギャラリー〉

◆10/12(月 )～ 10/23(金 )

「まつぴい・青葉の街」

1970～ 80年代の青葉地域～北部

支所開設の前後～図誌・地域紙に

見るまちのようすの展示

郷上の歴史を未来に生かす

「青葉区郷土史の会」

歩いてみて知る思田の歴史、石

仏、石塔物などの展示

◆日時 :10月 15日 (木)10:00～ 1時間程度

◆場所 :区民活動支援センター(区役所 1階)

◆参加費 :無料 ◆定員 :15人
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《グストスピーカー》
カフェ

青葉区民生委員児童委員協議会会長・牛込獅子保存会会長 吉村春美さん
港北区元石川町 (当時)の農家に生まれ育つ。国鉄に就職後、父親の看病

を機に 40代で退職し、以来、地元の自治会活動に関わるようになる。1998

年から民生委員として活躍。江戸時代から続く牛込獅子舞の保存会会長と

して、伝統文化の継承にも取り組む。

坂田農園代表・神奈川県人権擁護委員連合会顧問 坂田清一さん
鉄町で江戸時代から続く家系に育つ。先代が市内でも先駆けて始めた梨

栽培を継いで、浜なし農園を運営。地元小学生の課外授業も受け入れてい

る。地域活動にも長年にわたり幅広く尽力し、神奈川県人権擁護委員連合

会会長、横浜市PTA連絡協議会会長、中里連合自治会会長を歴任。

【まち活】とは? 青葉のまちをさらに元気に。魅力的にするために、区民の皆さんが青葉のまちで活き活きと活動し、

まちを活性化していただくことを目指しています。 あなたのまち活を青葉区区民活動支援センターがお手伝いします !

く今月の FMサル…ス〉
「なしかちゃんコーナー」

10/13(火)11:“ 頃～
【DV対策センター】

DV・ 虐待被害者への相談・救済
支援・シェルター運営・教育支援
等を行っています。

『

□

0 |



ABEn o p o r t
c■ lκ 4)

゛
> S

ι

薯 讐
10月

叡「

¬標 署

青葉台駅徒歩 3分のおしゃれなリユース・ リサイクルショップ ′′

「WEシ ョップ ロあおば青葉台」にお邪魔 しました。
ここは「特定非営利活動法人 WE21ジ ャパン青葉」が運営してい

るリユース 0リ サイクルショップです。代表の伊藤さんにお話を伺

いました。福島で被災され、避難先となった青葉区でこの活動に出

会つたそうです。一般のリサイクルショップとは違い、買取ではな

く寄付された品物をボランティアの方々の力を借りて販売していま

す。限りある資源の循環をめざし、その収益金は国内外の女性の自

立支援や子供達の教育 。医療支援活動に活かしています。また、余剰となった布地・衣類をフィリピンの会

社に業務依頼して「よみがえり手袋 (軍手)」 にリサイクルし、それをショップで扱 うなど、資金提供だけで

はない支援が特徴です。「リユース・リサイクルで世界をつなぐ |」 というこの団体のキャッチフレーズを実

現しています。ショップもとても素敵で、おしゃれな品物がお値打ちです。青葉区には「WEシ ョップ 。あ
おばあざみ野南」もあります。

4腱士

第 14回 “まち活カフェ"「地域と学校 (小学校から大学まで)」 開催しました :8月 20日 (木 )

今年度初となる、まち活カフェは、換気 0消毒など感染防止対策を徹底し開催しました。

テーマは「地域と学校」です。地域とともにある学校について、学校と地域の目指すべき連携・協働につい

て、4月 に開校した神奈川県立あおば支援学校校長横澤孝泰さん、桐蔭横浜大学教育研究開発機構准教授、桐

蔭学園 トランジションセンター副所長武田佳子さんのお話を伺いました。「子どもたちの育成には、学校や家

庭に加え、地域や関わる大人との相互作用が欠かせない。」「子どもたちと地域と関わりながら私たち大人も

学ぶ必要がある。」「地域の拠点としていろいろな人に利用してほしい」など展望を語っていただきました。

その後、ソーシャルディスタンスを守りながら参加者同士が意見交換をしました。久しぶりのまち活カフェ

の開催でしたが、参加の皆さんの地域に対する関心の高さと、“人と人がつながる場を持つ大切さ"を再確認
しました。

武田佳子 さん
横澤孝泰さん
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ゲストスピーカーの話を支援センターの HPにて配信中です。在宅にてゆっくりご覧ください。

HP □区区民 ンタ

「infoまち活』は青葉区区民活動支援センターのホームページにカラー版でアップされています。

パックナンバーもご覧いただけますので、ぜひ一度アクセスしてみてください。

HP 青葉区区民活動支援センター

【青葉区区民活動支援センターでは、マスク着用、検温、手指消毒、ソーシャルディスタンスに配慮した感染予防対策を行っています。】

【編集後記】 読書の秋、スポーツの秋、食欲の秋。皆さんはどの秋を堪能されていますか。本当は紅葉狩
・′.   りやスポーツと言いたいところですが、私はコロナ禍でなくても食欲の秋です !料理本やイ

t

t■■_ ンターネットのレシピで「おうちごはん」を楽しむのも良いですね (T)
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